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はじめに
　本稿は、東京国立博物館（以下、東博）所蔵の『髹飾録』
（黄成著、楊明註）の写本二種の本文について校勘を行
い、どちらの写本がより原著の形に近いものであるかに
ついて論じたものである。中国の明代（1625年）に著
された漆工技術書である『髹飾録』についての解説およ
び日本における研究史の概略については、『漆工辞典』２
（110頁～112頁）に要を得た記述があるので、ここで祖
述することはしない。『髹飾録』の写本には、蒹葭堂本
『髤飾録』（以下「蒹葭堂本」）と徳川本『䰍飾録』（以下
「徳川本」）があり、両テキストについて論じた先行研究
に佐藤武敏（1988）３がある。同論文では、壽碌堂主人
が記した註を比較し、「徳川本」の方が誤字・脱字・脱
文が少ないことから、「徳川本」の方が古い写本で「蒹
葭堂本」は「徳川本」もしくはそれを筆写した写本に基
づいたものであろうと推定している。しかし、壽碌堂主
人の註には、「徳川本」が誤りで「蒹葭堂本」の方が正
しいものもあり（後述）、壽碌堂主人の註からだけでは、
どちらの写本がより原著に近い形であるか結論づけるこ
とはできない。後述するように中国において近年『髹飾
録』研究が盛んであるが、いずれも「蒹葭堂本」に基づ
いて行われてきており、「徳川本」の位置づけについて
充分に認識されているとは言いがたい。そこで本稿では、
両写本の本文の用字・用語について校勘を行い、『髹飾録』
研究における「徳川本」の位置づけを再確認するととも
に、研究の基礎となる『髹飾録』のテキスト作成のため
の予備的作業を行うものである。
１．『髹飾録』の構成
　『髹飾録』は乾集と坤集からなり、乾集は「利用第一」（漆
工の工具、用具、材料について記述）と「楷法第二」（制
作者の心構え）からなる。坤集は漆工の分類・技法につ
いて記述したもので、「質色第三」、「紋㯡第四」、「罩明
第五」、「描飾第六」、「填嵌第七」、「陽識第八」、「堆起第
九」、「雕鏤第十」、「鎗劃第十一」、「斒斕第十二」、「複飾
第十三」、「紋間第十四」、「裹衣第十五」、「単素第十六」、 
「質法第十七」、「尚古第十八」からなる。それぞれの章
が項目ごとにさらにいくつかの条に分かれており、全18
章220条からなる。簡潔に記された黄成の本文に対し、
楊明が本文より小さな字で詳細な註を施しているのが原
著の体裁である。写本は更にこれらに壽碌堂主人による
註がつけられている。壽碌堂主人による註は、本文中に
番号や記号（△、〇、□など）を付け、該当箇所について、
余白に小さな字で註を付したものである。
　
　壽碌堂主人なる人物がだれであるかについては、「徳
川本」の表紙に「春田永年標註」とあり、春田永年が壽
碌堂主人であるとする説が有力視されている。４註に示さ
れた典拠の範囲の広さ、引用の的確さ等から判断して、
春田永年は、本文中の語句からその語句の典故となる元
の書物が想起できる、漢籍に対して相当な知識を有した
学者であったことがうかがえる。
研究ノート
『髹飾録』校勘記
―本文の用字・用語を中心に１―
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［図１］「徳川本」序の部分
出典： https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0032694
より一部加工
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２．『髹飾録』が東博に所蔵された経緯
　「蒹葭堂本」と称されるのは、序の余白に蒹葭堂蔵書
印があることによる。
　蒹葭堂とは木村孔恭（1736年－1802年）の号である。
木村孔恭は江戸中期の文人画家、蔵書家であり、交友関
係が広く一種の文化サロンを運営していた人物であると
いわれている。５「蒹葭堂本」は文化元年（1804年）に
昌平坂学問所に所蔵された後、明治15年（1882年）に
浅草文庫に移り、後に帝国博物館（現在の東京国立博物
館）所蔵となった。一方「徳川本」は巻末に徳川宗敬
氏６寄贈の印があることから「徳川本」と称される。
　
　昭和18年（1943年）に徳川宗敬氏より蔵書約３万 
５千冊が東博に寄贈され、その中に『䰍飾録』が含まれ
ている。両写本の書誌情報をまとめると、以下のように
なる。
［図２］「蒹葭堂本」序の部分
出典： https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0032637
より一部加工
［図３］「徳川本」乾集末尾
出典： https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0032709
より一部加工
［表１］
項目 蒹葭堂本 徳川本
大きさ 縦25.2㎝、横18㎝
（補修を含む：実際は縦24.2㎝、横17㎝）
縦24.5㎝、横17㎝
分量 乾集、坤集を合冊。39葉 乾集（16葉）、坤集（25葉）。
体裁 黄成文、楊明註、壽碌堂主人標註。標註は黒字。
黄成文並びに楊明註に返り点、坤集の一部に送り
仮名あり。
黄成文、楊明註、壽碌堂主人標註。標註は赤字。
表紙に「春田永年標註」という朱書きあり。返り点、
送り仮名なし。
東京国立博物館収蔵経緯 文化元年（1804年）「昌平坂学問所」→明治15年
（1882年）浅草文庫→帝国博物館図書→東京国立
博物館図書館
昭和18年（1943年）、徳川宗敬氏より東京国立博
物館へ寄贈
列品番号 QA-2217
撮影日：2012年12月19日
QB-6025
撮影日：2012年12月19日
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　ここで指摘しておかなければならない点は、「蒹葭堂
本」には漢文訓読のための返り点、送り仮名、振り仮名
が施されていることである。このような読解のための
補助手段が、いつ、だれの手によって付けくわえられた
のか定かではないが、「蒹葭堂本」は漆工を読者として
想定していることがうかがえる。例えば「乾集・利用第
一・霜挫」の「捲鑿」に「ツボギリ」、「洛現」の「㧺筆
硯」に「ツメバン」と振り仮名が付されている。こうし
た専門用語は、漆工が『髹飾録』を読む際の便を考えて
付けられたものであることは明らかである。また、『髹
飾録』研究史にとって重要な意味を持つのが、東博の画
像データとして公開された時期である。なぜなら、「徳
川本」についての論考は、佐藤（1988：前掲論文）ま
で待たねばならなかったため、『髹飾録』研究は先に世
に流布した「蒹葭堂本」に基づいて行われてきたからで
ある。こうした点を考えると、「蒹葭堂本」と「徳川本」
のいずれが原著により近い形の『髹飾録』であるか検討
したうえで、原著により近い形の『髹飾録』テキストを
作成することは、『髹飾録』の研究を進めるうえでも不
可欠である。
　
３．中国・台湾における『髹飾録』研究概観
　ここでは時系列に従って中国および台湾における『髹
飾録』研究について概観しておく。『漆工辞典』（前掲書）
によると、大村西崖７が1901年に著した『支那美術史』
により『髹飾録』の存在を知った朱啓鈐８が、大村氏に
依頼して東京美術学校蔵の鈔本を取り寄せて1927年に
『髹飾録』を200部刊行した。これが中国における『髹飾
録』研究の始まりで、その後王世襄が『髹飾録解説』を
著した。同書には、油印版1958年、文物出版社1983年、
1998年、生活・読書・新知三聯書店2013年、といった
数種の版があり、版を改めるごとに補訂を加えている。
この内1998年版では、何豪亮（四川美術学院教授）の
批注97条を追加している。台湾では索予明が川上涇（東
京文化財研究所）より東博所蔵の「蒹葭堂本」の複写本
を得、それに解説をつけて『蒹葭堂本髤飾録解説』（臺
灣商務印書館、1974年）を刊行、付録に『蒹葭堂本髤
飾録』を掲載している。王世襄以降中国では、管見の限
りでは、長北（張燕）『髹饰录图说』（山東画報出版社、
2007年）、『髹飾録與東亜漆藝－伝統髹飾工藝體系研究
－』（人民美術出版社、2014年）、『「髹饰录」析解』（江
蘇鳳凰美術出版社、2017年）、李一之『髹饰录　科技哲
学艺术体系』（九州出版社、2016年）、何振紀『「髹饰录」
新诠』（中国美術学院出版社、2017年）がある。この中、『髹
飾録與東亜漆藝－伝統髹飾工藝體系研究－』は張燕氏の
半生に渡る『髹飾録』研究の成果が結実しており、684
頁という大部からなる同書は、王世襄、索予明の研究成
果を批判的に吸収した上で、『髹飾録』に記述された技
法と現代の漆工技術を、豊富な図版を用いて照らし合わ
せながら可視化している。中国大陸のみならず、日本を
はじめとする国外の漆工芸についても現地調査に基づい
て記述された配慮の行き届いた著作で、『髹飾録』研究
における必読書である。ただ惜しむらくは、「蒹葭堂本」
に基づいていることである。同書には「蒹葭堂本」に付
された訓読読みのためのカタカナの送り仮名を漢字と
誤っている箇所があり、「徳川本」を参照できていたな
ら、こうした誤りは起こらなかったに違いない。９現在で
は、中国においても「徳川本」の存在は当然知られており、
何振紀は、佐藤（前掲論文）を踏まえ、「徳川本」の方
が「蒹葭堂本」より古く「蒹葭堂本」の基になった可能
性が高いと述べている10。「徳川本」と「蒹葭堂本」のい
ずれが古いかという議論もさることながら、今後の『髹
飾録』研究にとって必要なことは、両写本の比較を通し
て研究の基盤となるより原著に近い形の『髹飾録』のテ
キストを作成することであろう。
　
４．「蒹葭堂本」と「徳川本」の校勘－本文の用字・用
語を中心に
　すでに述べたように、佐藤（前掲論文）は壽碌堂主人
の註について両写本を比較し、「徳川本」の方がより古
い写本であろうと推定している。ここにその一部を抜粋
して表にして示す。用字・用語が異なる箇所は表中にゴ
チック体下線で示した。
［表２］
章・条 蒹葭堂本 徳川本 出典
乾集・利用第一・津横 爾雅曰折木謂之津横 爾雅曰析木謂之津横 『爾雅・釈天』
　　　　　　　　霰布 詩経曰先集維散 詩経曰先集維霰 『詩経・小雅・甫田』
　　　　　　　　冰合 氷堅可渡北河河水已合 氷堅可渡北至河河水已合 『後漢書・巻五・王覇伝』
　　　楷法第二・二戒 搖動君心則奢侈 搖動君心則生奢侈 『（月令）廣義』
坤集・質色第三・緑髹 『野客叢書』の引用全文脱落 物色之深者皆為緑沈杜律注以為西瓜色 『野客叢書』
　　　填嵌第七・犀皮 〔二〕［案］以下が脱落
＊本文中［犀毗］の右に〔二〕とあるも、
壽碌堂主人註には〔二〕［案］が脱落
〔二〕［案］皮毗相通漢書所謂犀毗史記
作胥紕戰國策作師比革帶鉤之名而未詳
其製書以待博物之君子
　　　　　　　　嵌金 金欽片嵌光頂圓盒 金銀片嵌光頂圓盒 『遵生八牋』
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　しかし、以下に示すように、「蒹葭堂本」が正しく、「徳
川本」が誤っているものもあり、壽碌堂主人の註からだ
けでは、「徳川本」の方がより原著に近いとは断定でき
ない。
　そこで以下に両写本間の本文の用字・用語について異
同があるものについて列挙し、どちらの写本がより合理
的な解釈ができるかについて考察する。その前に体裁上
の異同について重要な点を指摘しておく。
　「楷法第二・二戒」の体裁は次のようになっている。
　「蒹葭堂本」は「淫巧蕩心」に対して「過奇擅豔，失
真亡實」という註を付けているのに対し、「徳川本」は
「淫巧蕩心」に対して「過奇擅豔」という註を、「行濫奪
目」に対して「失真亡實」という註を付けている。しか
し、壽碌堂主人の註、「… 巧過奇搖動君心則奢侈」、「…
不牢謂之行不真謂之濫」からは、それぞれの本文に対し
て註が施されていると解すべきで、「徳川本」の方が正
しい体裁であることは明らかである。さらに、それに続
く「共百工之同戒而漆匠須尤厭也」の「共」は、「淫巧
蕩心」と「行濫奪目」の二文を踏まえたものと解するべ
きで、「行濫奪目」の註とする「蒹葭堂本」の体裁では、
合理的な解釈ができない。この点から考えると「徳川本」
の方が原著の体裁に沿っていることが分かる。
［図４］「蒹葭堂本」
出典： https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0032648
より一部加工
［図５］「徳川本」
出典： https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0032704
より一部加工
［表３］
章・条 蒹葭堂本 徳川本 出典
坤集・罩明第五・罩黃髹 王荊公好觀佛書 王荊公好好佛書 『老学庵筆記・巻三』
填嵌第七・填漆 填漆刻成花鳥彩填稠漆磨平 填漆刻成花鳥彩填漆磨平 『帝京11景物略・巻三』
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4.1　用字・用語が異なる箇所
　以下に両写本間の用字・用語が異なる箇所の一覧表を
示す。ひとこと付言しておくと、異体字は字体の違いで
あり、用字の異同対象箇所には含めない。例えば、「髹、髤、
䰍」、「筍、榫］、［合、盒］、［功、㓛］、［沈、沉］、［類、纇］、 
［采、彩、綵］、［熏、薰］、［碟、楪］、［匾、扁］、［蜡， ］ 
など。
　表中の「備考」欄に、「字形類似」と示したものは、
明らかに「蒹葭堂本」が誤りで「徳川本」が正しいと考
えられるもので全部で18か所ある。これらは字形が類似
していることにより、書き写す際に誤ったものと考えら
れる。前後の文脈を考えながら書き写したのであれば、
このような誤りは起こりにくいことから、「蒹葭堂本」
の書き手は、前後の文脈を考慮することなく別の写本を
書き写したのであろうと推察できる。「脱字」２か所に
ついても、前後の文脈を考えて書き写したのであれば、
このような誤りは起こらなかったであろう。
　検討を要するのは、「備考」欄に、「語構成」、「別字」
と記した箇所について、どちらの写本が正しいかについ
てである。以下、順を追って検討を加えてみよう。
　
4.1.1　語構成
　両写本で用語が異なるのは、この箇所だけである。『漢
語大詞典』12によれば、“【光辉】①光明；光芒。②光泽。”、
“【辉光】①光辉；光彩。②照耀。” とあり、いずれも「光」、
「輝き」という意味を表す名詞であることが分かる。“光辉”
と “辉光” のいずれでも意味的には通じ、この語だけか
らではどちらがよりふさわしいか判断できない。しかし、
これらと組み合わさる動詞を含んだコロケーションとい
　　　　　　［表４］
章・条 蒹葭堂本 徳川本 備考
乾集・利用第一・日輝 諸器施之則生輝光 諸器施之則生光輝 語構成 
　　　　　　　　虹見 如物影文相映 如物影之相映 別字
　　　　　　　　夏養 彫刀之功如夏日生育 彫刀之㓛如夏月生育 別字
　　　　　　　　土厚 石磚及抔屑 石磚及坏屑 字形類似
　　　　　　　　柱括 桂括 柱括 字形類似
　　　　　　　　山生 泉指　漆，雲指色料 泉指濾漆，雲指色料 字形類似
其用之於其上 共用之於其上 字形類似
　　　　　　　　河出 並鈄頭刀剉刀 並斜頭刀剉刀 字形類似
　　　　　　　　泉湧 高原混混 高源混混 別字
楷法第二・六十四過・
　　　　　㯡漆之六過 皺散 皺皵 字形類似
　　刷蹟之二過・節縮 用刷滯虷行之過 用刷渋滯虷行之過 脱字
　　　　　裹衣之二過 裹之二過 裹衣之二過 脱字
坤集・質色第三・綠髹 劣于漆綠大遠矣 劣于漆綠太遠矣 別字
　　　　　　　　金髹 其金處處摩殘黑班 其金處處摩殘黑斑 字形類似
　　　紋㯡第四・刷絲 色漆者大美 色漆者太美 別字
　　　填嵌第七・填漆 皆為羅文細條穀縐 皆為羅文細條縠縐 字形類似
　　　雕鏤第十・剔紅 雕鏤之精粗大甚 雕鏤之精粗太甚 別字
圖滑壓花之刀法 圓滑壓滑之刀法 字形類似
古人積造之器 古人精造之器 字形類似
黃綿黃地亦可賞 黃錦黃地亦可賞 字形類似
　　　　　　　　剔彩 侵奪厭花之光彩故也 侵奪壓花之光彩故也 字形類似
　　　　　　　　堆彩 即假彫綠也 即假彫綵也 字形類似
　　　　　　　　剔犀 此制原於錐毗而極巧致精 此制原於犀毗而極巧致精 別字
　　　　斒斕第十二・
　　　金理鉤描漆加鈿 五彩金細並施 五彩金鈿並施 字形類似
　　裹衣第十五・皮衣 棱角接合處如無縫緘 棱角接合處如無縫緎 字形類似
　質法第十七・糙漆・
　　　　　第三次煎糙 又者赤糙黃糙 又有赤糙黃糙 字形類似
　　尚古第十八・補綴 蓋好事者做祭器 蓋好事者倣祭器 字形類似
　　　　　　　　仿傚 則須印摸後熟視而施色 則須印模後熟視而施色 字形類似
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う視点から考えると、違った様相を呈する。コーパス13
を使って、“生輝光” と “生光輝” を検索すると、“生輝光”
の用例は、５例検出され、そのいずれもが『全唐詩』の
用例である。14一方、“生光輝” の用例は22例あり、『全唐詩』
以外からも用例が検出される。15とりわけ、“恩從九天至，
草木生光輝”（『大正新脩大藏經』、『圓悟佛果禪師語錄』）
のように、仏典に用例が見られることは留意すべきであ
ろう。「生命の輝きを放つ」というような文脈では“生光輝”
という「徳川本」の用語がふさわしいと言える。16
　
4.1.2　別字
　備考欄に「別字」と記したものは７か所ある。それら
はどちらの写本で解釈するのがふさわしいか、にわかに
判断できないものが多いが、「利用第一・泉湧」は、「高
き水の源」という解釈するのが妥当で、「徳川本」の方
がよりふさわしいと言える。
　「利用第一・虹見」は、「蒹葭堂本」では「物と影と模
様が互いに引き立て合う」という解釈になるが、「徳川
本」では「物と影が互いに引き立て合う」という解釈に
なる。“相映” は『现代汉语词典』（第７版）17では、“互相
衬托” と語釈がなされ、さらに “互相” の語釈として “彼
此” とあることから、二つの事物すなわち、ここでは「物
と影」と解釈するの「徳川本」の方がふさわしいと言える。
　「雕鏤第十・剔犀」の「蒹葭堂本」にある “錐毗” につ
いて張燕は、楊註に「剔犀に比べ色を重ねることが少な
く、彫が浅く、擦って模様にする」とあることから、明
清時代に流行った “漆皮雕” かもしれないと推測してい
る。壽碌堂主人の註には「剔犀即剔犀皮之略語」とあり、
壽註に従うと、「犀皮」（犀毗）とある「徳川本」の方が
ふさわしい。しかし、張燕は、剔犀は模様が胎より高く、
犀皮は模様と胎は平らであるゆえ、剔犀と犀皮は工芸技
術とその効果が全く異なる、としている。日本では「犀皮」
（さいひ）は、「黄漆と朱漆を四，五回ほど交互に塗り重ね，
最後に黒漆を塗って…幾何風の文様を彫りあらわしたも
の」18とされているが、中国での「犀皮」は日本の津軽塗
のような変塗を指し、19日本と中国では「犀皮」という名
で呼ばれる技法が異なることになる。日本と中国の漆工
用語の伝播、影響関係については更に史料を渉猟する必
要があるが、『髹飾録』における「犀皮」は「填嵌第七」
に挙がっている技法であるゆえ、胎と模様が平らになり、
日本でいう「犀皮」とは技法が異なる。「蒹葭堂本」が
正しいと仮定した場合、“錐毗” と呼ばれる技法がいかな
るものであるかについて、明らかにされなければならな
い。“錐毗” という語が他の文献に現れるかどうか更に調
べる必要があるが、仮に張燕の指摘するように “漆皮雕”
のようなものであったとすると、なぜ “錐毗” という用
語が漆工技術用語として現代まで残らなかったのかが明
らかにされなければならない。『漆工辞典』（前掲書）の「犀
皮」（さいひ）の項には、「犀皮」は二種の異なる技法を
指し、一つは中国漆器の技法で変塗の一種を指し、もう
一つは「セイヒ」と称し古い中国雕漆の技法を指すとい
う。20「犀皮」が二種の異なる技法を表す用語であるとす
れば、「徳川本」が原著に近い形と言える。
　「質色第三・綠髹」、「紋㯡第四・刷絲」、「雕鏤第十・剔紅」
で、「蒹葭堂本」が “大” とし、「徳川本」が “太” とし
ている箇所がある。副詞として “大”（大いに）でも “太”
（とても、あまりにも）でも通用するが、「雕鏤第十・剔
紅」は “甚” を修飾しており、現代中国語でも “欺人太甚”
（人をひどくばかにする）というように、ここは “太” の
方がふさわしいと言える。
　
５．結論
　以上の考察から明らかなことは、「徳川本」の方が原
著の形により近いということである。その根拠を整理す
ると以下の三点に集約される。
（1） 「蒹葭堂本」の体裁に誤っている箇所がある。例：「楷
法第二・二戒」
（2） 「蒹葭堂本」の方が誤字・脱字が多い。例：［表４］
備考欄に「字形類似」と記した箇所。
（3） 「蒹葭堂本」より「徳川本」で解釈したほうが合理
的な箇所が複数ある。例：「利用第一・日輝」、「虹見」、
「泉湧」。
　
６．「徳川本」が誤っている、あるいは検討を要する用字・
用語
　以上の考察から、本文の用字・用語についても「蒹葭
堂本」よりも「徳川本」の方が誤りが少なく、より原著
に近いテキストであることが確認された。しかし、「徳
川本」がすべて正しいかというと必ずしもそうではない。
写本である以上、書写の際の誤りは避けることはできな
い。以下に張燕の著作を参考に、用字・用語において「徳
川本」が誤っている、あるいは検討を要すべき箇所につ
いて示す。表中「？」を付したものは、張燕は誤りとす
るも、なお検討の余地があるものであることを示してい
る。例えば「利用第一・雷同」の「瑳」は「磋」の通用
字で、「斒斕第十二・百寶嵌」の「廂」は「鑲」の異体
字である。こうした用字法は誤りとは言えない。表中「？」
が付いていないものは、張燕の指摘が正しいことを表し
ている。
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７　結び
　今後の課題として、前節で挙げた用字・用語について
一つひとつ検討し、原著により近い形の『髹飾録』のテ
キストを確定する作業がある。そのうえで異体字・通用
字についての情報も含めた電子化テキストを作成し、日
本語訳を作成することで、『髹飾録』の利便性が高まる
ことが期待される。漆工技術について記述した「坤集」
には六角紫水氏22や張燕氏が「待考」とした部分も少な
くなく、そうした未解決の部分を日中両国の漆工芸研究
者が協同で解明していくことが求められる。そうするこ
とで、東アジアでしか育たない漆を使った漆工芸技術を、
その文化とともに人類共通の資産として後世に継承して
いく一助となるであろう。
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章・条 蒹葭堂本 徳川本 張燕21
乾集・利用第一・風吹 水楊木燒為浮炭 水楊木燒為浮炭 桴
　　　　　　　　雷同 髹器無不用瑳磨而成者 髹器無不用瑳磨而成者 磋 ？
　　　　　　　　冰合 即膠有牛皮有鹿角有魚膘 即膠有牛皮有鹿角有魚膘 鰾 ？
言膠汁如水之凝澤 言膠汁如水之凝澤 冰 ？
　　　　　刷蹟之二過 摸糊 摸糊 模
　　　　　磨顯之三過 瑳跡 瑳跡 磋 ？
　　灑金之二過・偏纍 偏纍 偏纍 壘
坤集・紋㯡第四・刻絲花 五彩花文如刺絲 五彩花文如刺絲 刻
　　　陽識第八・楂花漆 其文儼繡綉為妙 其文儼繡綉為妙 繢
　　　　　　　　　堆漆 其文以萃藻香草靈芝雲鉤绦環之類 其文以華藻香草靈芝雲鉤绦環之類 萃
　雕鏤第十・金銀胎剔紅 近日有䃋胎
䃋錫胎者
近日有䃋胎
䃋錫胎者
鍮
　　　鎗金第十一・鎗金 鎗或作戧或作創 鎗或作戧或作創 鎗同槍，通戧，與創不
可通假。黃成有誤。
斒斕第十二・鎗金細鉤填漆 與鎗金鉤描漆相似 與鎗金鉤描漆相似 與鎗金細鉤描漆相似
　　　　　　　　　百寶嵌 錯雜而鐫刻廂嵌者 錯雜而鐫刻廂嵌者 鑲 ？
　　　　裹衣第十五・羅衣 可与與複飾第十三羅紋地諸飾互攻 可与與複飾第十三羅紋地諸飾互攻 考（攷）
　　　　　　　　　　紙衣 不露胚胎之木理 不露胚胎之木理 坯
　　単素第十六・黃明單漆 宜花堂之瓶卓也 宜花堂之瓶卓也 屏
　　　　質法第十七・棬榡 一名胚胎一名器骨 一名胚胎一名器骨 坯
　　　　　　　　　　捎當 器面窊缺 器面窊缺 窳 ？
　第三次作起棱角補平窊缺 窊缺 窊缺 窳 ？
　　　　　　第五次起線緣 唇窗邊棱為線緣 唇窗邊棱為線緣 蜃
　　　　　　　　　　糙漆 　滑灰面 　滑灰面 腠
　　　　尚古第十八・倣傚 然後攻歷歲之遠近而設骨剝斷紋 然後攻歷歲之遠近而設骨剝斷紋 考（攷） 
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 大日經疏妙印鈔：業當現前淨業既現前故生光輝普照
法界故云不淨業除
 佛光國師語録：參僧問麟龍不爲瑞草木生光輝時如何
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